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さぼった日も忙しい日もチラ見するだけ
おさぼりカード

1	 文字と発音
1  複母音字の読み方を覚えよう。

2  語末の子音字とeは発音しない。

3  英語と似たスペルの単語に注意。

2	 不定冠詞、提示表現voici,	voilà
1  名詞は不定冠詞をつけて性とともに覚えよう。

2  不定冠詞
　 男性単数un、女性単数 une、複数 des

3「～があります（います）」
　 Voici＋近くのもの、Voilà＋遠くのもの

3	 定冠詞、提示表現c'est,	ce	sont
1  定冠詞：男性単数 le (l')、女性単数 la (l')、複数 les

2  新出の名詞には不定冠詞、既出の名詞には定冠詞、と覚えよう。

3  提示表現「これは・これらは～です」
　C'est＋単数名詞
　Ce sont＋複数名詞
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4	 部分冠詞、提示表現il	y	a
1  部分冠詞は数えられない名詞につく。
 du poisson（切り身の魚）
 ＊「海で泳ぐ魚」は数えられるのでun poisson。

 du café（コーヒー）
 ＊「喫茶店」は数えられるのでun café。

2  「～があります（います）」
 Il y a＋不定・部分冠詞＋名詞
 ＊場所は、前置詞（dans（～の中に）, sur（～の上に）など）＋定冠詞＋名詞で表します。

5	 主語人称代名詞、第一群規則動詞
1  フランス語では動詞が主語に合わせて活用する。

2  主語人称代名詞は、je, tu, il/elle, nous, vous, ils/elles

3  第一群規則動詞
　不定法から-erを除いた部分に、以下の活用語尾をつける。
　regarder → regard＋ -e, es, -e, -ons, -ez, -ent

6	 être、否定文
1  êtreの直説法現在

　　je suis 　nous sommes
　　

　　tu es 　vous êtes
　　

　　il/elle est 　ils/elles sont
　　

2  否定文は、動詞をneとpasで挟んで作る。
 Elle est grande.→Elle n'est pas grande.
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7	 avoir
1  avoirは不規則変化する。

　　j’ai nous avons

　　tu as vous avez
　　

　　il/elle a ils/elles ont
　　

2  avoir ○ ans「～歳です」、avoir＋faim（空腹だ）、
 chaud（暑い）、froid（寒い）などの表現がある。
3  否定のde：un, une, des, du, de la → de (d’)

8	 所有形容詞
1  英語のmyやyourにあたり、修飾する名詞と性数一致する。
  男性単数 女性単数 複数
 私の mon	 ma (mon) mes
 君の ton	 ta (ton) tes
 彼、彼女の son	 sa (son) ses
 私たちの notre	 notre	 nos
 あなたが（がた）の votre	 votre	 vos
 彼ら、彼女たちの leur	 leur	 leurs
2  所有者ではなく、所有される名詞の性に従う。

　　＊son filsは、彼（または彼女）の息子。

9	 疑問文
1  イントネーションを上げる。

2  文頭にEst-ce queをつける。
 ＊queのあとはエリジオンする。

3  主語と動詞を倒置する。
 ＊倒置した動詞と主語は「-」で結ぶ。

4  主語が代名詞以外のとき：
 主語名詞 動詞 - 代名詞～？



10	 第二群規則動詞
1  語尾の-ir が -is, -is, -it, -issons, -issez, -issentに変化する。

2  不規則な変化に注意。
 finir 　 partir

 je finis nous finissons je pars nous partons
 

 tu finis vous finissez tu pars vous partez
 

 il finit ils finissent il part ils partent

11	 aller	/	venir
1  allerは、-erで終わる動詞の例外。
　 je vais, tu vas, il va ...

2  venirの変化：je viens, tu viens, il vient ...

3それぞれ、3人称複数の活用に注意。
　 aller à（〜へ行く） ils vont
　 venir de（〜から来る） ils viennent

12	 近接未来・近接過去
近接未来（ aller+不定法）、近接過去（ venir＋不定法）は、本動詞を活用
しなくてすむので、初級会話では便利。

1  aller＋不定法 これから〜します、〜しに行く

2  venir de +不定法 〜したばかりです

3  venir＋不定法 〜しに来る
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13	 faire	/	prendre
faire prendre

  je fais nous faisons je prends nous prenons

  tu fais vous faites tu prends vous prenez

  il  fait ils     font il   prend ils    prennent

1  スポーツはfaire＋部分冠詞、家事はfaire＋定冠詞で表す。

2  prendre型：comprendre（理解する）、apprendre （習う）など。

14	 形容詞の位置、女性形
1  フランス語の形容詞は原則名詞の後に。

2  音節が短い形容詞には、名詞の前に置かれるものも。

3  女性形は、男性形＋eが基本。

4  語末が変化するもの、子音を重ねるものに注意。
				un	bon （ acteur	italien（イタリアの名優）
				une	bonne

（

actrice	italienne（イタリアの名女優）

15	 形容詞の男性単数第二形・複数形
  男性単数 男性第二形 女性単数 男性複数 女性複数

 きれいな beau bel belle beaux belles

 新しい nouveau nouvel nouvelle nouveaux nouvelles

 古い vieux vieil vieille vieux vieilles

1  複数形は単数形+S。

2  -s, -xで終わる単語は変化しない。
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16	 疑問代名詞
 

     　　　　主語 　直接目的語、属詞
    Qui  Qui+倒置疑問文
  誰 Qui est-ce qui Qui est-ce que
   主語＋動詞＋qui
    Qu'est-ce qui Que+倒置疑問文
  何  Qu'est-ce que
   主語＋動詞＋quoi

あれは誰ですか？  Qui est-ce ?/ C'est qui ?
これは何ですか？  Qu'est-ce que c'est ?/ C'est quoi ?

17	 疑問形容詞　quel
　quelは定型の疑問文を形成することが多い。

1  Quel＋名詞＋疑問文？で、「どんな～ですか？」

2  Quel＋être＋主語？で、「～は何ですか？」

3  quel, quels, quelle, quellesの発音は「ケル」。

4  Quel＋名詞！で、「なんて～なんだ！」

18	 非人称構文
1  天候・時などを表す非人称構文
 Il fait 〜.（天気が～だ）
 Il est 〜heures.（今～時だ）
 Il faut 〜.（～しなければならない）

2  pleuvoir, neigerの人称変化は3人称単数のみ。
 Il pleut [neige]. （雨［雪］が降っています）

3  Il est ＋形容詞＋de＋不定法は、会話ではC'estも可。
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19	 比較級、最上級
1  比較級
	 plus＋形容詞・副詞＋que〜 ～より…
	 aussi＋形容詞・副詞＋que〜 ～と同じくらい…
	 moins＋形容詞・副詞＋que〜 ～より…でない

2  最上級
	 le(la, les)＋plus＋形容詞/副詞＋de〜
　　～の中でもっとも…
	 le(la, les)＋moins＋形容詞/副詞＋de〜
　　～の中でもっとも…でない

20	 不規則動詞
1  単数人称の発音は同じで、語尾は -s, -s, -t（-x, -x, -t）。
 vouloir（～したい）   je veux
 pouvoir（～できる）   je peux
 devoir（～しなければならない）  je dois

2  nousとvousの語幹は同じことが多い。

3  3人称複数は動詞によって異なった変化をする。

21	 命令法
1  2人称と1人称複数の文から主語を除く。
　 tu bois→Bois de l'eau.（水を飲みなさい）

2  tuの活用が–es, -asで終わる動詞は語末のsが落ちる。
　 tu vas→Va au lit !（ベッドに行きなさい！）
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22	 疑問副詞
1  どこ où ?

 ウ

2  いつ quand ?
 カン

3  どのように comment ?
 コモン

4  いくつ、いくら combien ?
 コンビヤン

5  どうして pourquoi ?
 プルコワ

23	 複合過去
1  多くはavoir＋過去分詞

・ -er → -éタイプ
  marcher（歩く） j'ai marché tu as marché ...
・ -ir → -iタイプ
  finir（終える） j'ai fini tu as fini ...

2  移動を表す動詞はêtre＋過去分詞。主語に性数一致する。
3  助動詞にêtreをとる主な動詞

aller（行く）、venir（来る）、partir（出発する）、arriver（着く）、naître（生まれる）、
mourir（死ぬ）、rentrer（帰宅する）

4  否定は助動詞をneとpasで挟む。

24	 補語人称代名詞
1  語順は、主語（ne）＋代名詞＋動詞（pas）

2  直接目的補語（～を）
 me te le la nous vous les

3  間接目的補語（～に）
 me te lui lui nous vous leur
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25	 代名動詞
1  「再帰的用法（自分を（に）～する）se coucher（寝る）」「相互的用法

（お互いに～する）s'aimer（愛し合う）」「受動的用法（～されている）
s'écrire（書かれる）」などの用法がある。

2  語順は、補語人称代名詞と同じ。
Vous vous couchez tôt.  Vous ne vous couchez pas tôt.

26	 関係代名詞
1  関係代名詞は先行詞の関係節内での働きによって決まる。
 la ville qui est loin d'ici（ここから遠い町）（主語）
 la ville que j'aime bien（私がとても好きな町）（直接目的語）
 la ville où je suis né（私が生まれた町）（場所）
 la ville dont le centre est un grand parc（de+）
 （中央が大きな公園の町）

2  dontの関係節でよく使うdeを伴う重要な動詞表現
 parler de（～について話す）、avoir besoin de（～が必要である）、se souvenir 

de（～を覚えている）、avoir peur de（～が恐い）、être fier de（～を誇りに思う）など。

27	 半過去
1  複合過去が過去に完了した行為（「～しました」）を表すのに対し、半

過去は進行していた行為、状態、習慣（「～していました」）を表す。

2  語幹は、nousの直説法現在形から-onsを除いた形。
 ただし、êtreの語幹はét-。

3  語尾は、例外なく-ais, -ais, -ait, -ions, -iez, -aient。
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28	 中性代名詞
1  en ・限定されていない直接目的補語
    J'en veux trois.（それを３つ欲しい）
  ・de＋名詞
     J'en ai besoin.（それが必要です）
 <avoir besoin de ...（…が必要である）

2  y ・場所 On va y entrer.（そこに入ろう）

  ・à＋名詞 Elle y a répondu.（それに返事をしました）
 <répondre à ...（…に返事をする）

29	 単純未来
1  作り方は「不定法＋共通語尾」
　je   -ai nous   -ons
　tu   -as  vous   -ez
　il    -a  ils       -ont

2  特殊な語幹をとる動詞
 être - je serai、avoir – j’aurai、aller – j’irai、
 venir – je viendrai、faire – je ferai、 voir – je verrai、
 savoir – je sauraiなど。

30	 ジェロンディフ
1  ジェロンディフは「en＋現在分詞」で表す。

2  現在分詞：直説法現在nousの活用語尾-onsを-antに。
　 chanter → nous chantons → chantant

3  「～しながら」「～すれば」「～したので」「～することで」「～にもかかわ
らず」など様々な副詞的働きがある。
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